
(57)【要約】

　　【課題】分娩開始時期を予知し、離れた場所で待機

する者へ正確かつ確実に予告でき、しかも分娩前後の動

物母体や胎子の安全を確保できる簡便な分娩監視装置を

提供する。

　　【解決手段】分娩監視装置１は、分娩を監視すべき

動物母体の耳温を測定する温度センサ３と、該温度セン

サ３が検知した該耳温から分娩以前の平時での該耳温の

変動域を超えた温度低下を弁別する回路１３とを有し、

該弁別回路１３から出される該温度低下による分娩予兆

信号を通知する通信装置及び／又は警報装置２０を備え

ている。

【選択図】　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 分 娩 を 監 視 す べ き 動 物 母 体 の 耳 温 を 測 定 す る 温 度 セ ン サ と 、 該 温 度 セ ン サ が 検 知 し た 該
耳 温 か ら 分 娩 以 前 の 平 時 で の 該 耳 温 の 変 動 域 を 超 え た 温 度 低 下 を 弁 別 す る 回 路 と を 有 し 、
該 弁 別 回 路 か ら 出 さ れ る 該 温 度 低 下 に よ る 分 娩 予 兆 信 号 を 通 知 す る 通 信 装 置 及 び ／ 又 は 警
報 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 分 娩 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 動 物 母 体 の 向 か い 合 う 外 陰 部 の 一 方 に 取 り 付 け ら れ る 電 磁 誘 導 発 振 器 と 、 も う 一 方 に
取 り 付 け ら れ る 電 磁 誘 導 受 信 器 と を 有 し 、 該 発 振 器 と 該 受 信 器 と の 間 隔 距 離 が 、 平 時 の 両
外 陰 部 の 状 態 で 誘 導 起 電 の 可 能 な 距 離 、 分 娩 直 前 時 の 両 外 陰 部 の 開 き 状 態 で 誘 導 起 電 の 不
能 な 距 離 に 調 整 さ れ て お り 、 該 誘 導 起 電 の 不 能 を 検 知 す る 回 路 か ら 出 さ れ る 分 娩 直 前 信 号
、 お よ び 請 求 項 １ に 記 載 の 分 娩 予 兆 信 号 の 両 信 号 が 該 通 信 装 置 及 び ／ 又 は 警 報 装 置 に 繋 が
っ て い る こ と を 特 徴 と す る 分 娩 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 通 信 装 置 が 、 無 線 通 信 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 弁 別 回 路 が 、 該 耳 温 を 定 時 に 、 定 時 間 間 隔 毎 に 、 又 は リ ア ル タ イ ム に 測 定 さ せ る タ イ
マ ー へ 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 弁 別 回 路 が 、 少 な く と も ０ ． ３ ℃ の 該 温 度 低 下 を 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 温 度 セ ン サ が 、 サ ー ミ ス タ 、 赤 外 線 セ ン サ 、 熱 電 対 又 は 測 温 抵 抗 体 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 分 娩 を 監 視 す べ き 動 物 母 体 の 耳 温 を 測 定 し 、 分 娩 以 前 の 平 時 で の 該 耳 温 の 変 動 域 を 超 え
る 温 度 低 下 を 検 知 し た ら 、 分 娩 予 兆 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 分 娩 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 温 度 低 下 を 検 知 し た ら 、 該 動 物 母 体 の 向 か い 合 う 外 陰 部 の 間 隔 を 検 知
し 、 平 時 で の 両 外 陰 部 の 閉 じ 状 態 と 、 分 娩 直 前 時 で の 両 外 陰 部 の 開 き 状 態 と を 弁 別 し 、 該
分 娩 直 前 時 で の 両 外 陰 部 の 開 き 状 態 で あ れ ば 、 分 娩 直 前 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 分 娩
監 視 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 耳 温 が 、 鼓 膜 温 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 分 娩 監 視 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 物 の 分 娩 開 始 時 期 を 、 動 物 か ら 離 れ た 場 所 で 待 機 す る 者 へ 通 知 す る 分 娩 監
視 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 家 畜 の 分 娩 の 際 に は 飼 育 者 や 獣 医 師 が 立 ち 会 っ た り 、 妊 婦 の 分 娩 の 際 に は 医 師 や 助 産 師
が 立 ち 会 っ た り し て 、 胎 児 を 安 全 に 娩 出 す る 態 勢 が と ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 人 工 授 精 さ せ る こ と が 多 い 牛 、 馬 、 豚 、 羊 等 の 家 畜 、 又 は 妊 婦 の 大 凡 の 分 娩 日 を 予 測 で
き る が 、 正 確 な 分 娩 日 時 を 予 測 で き な い 。 そ こ で 分 娩 予 測 日 前 か ら 分 娩 開 始 を 見 守 る 必 要
が あ る 。 と り わ け 家 畜 の 場 合 、 分 娩 予 測 日 の 数 日 前 か ら 、 分 娩 開 始 を 監 視 し な け れ ば な ら
な い 。 こ の よ う な 家 畜 の 傍 ら に 絶 え ず 付 き 添 う の は 事 実 上 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 分 娩 を 遠 隔 監 視 す る 装 置 が 用 い ら れ る 。 こ の よ う な 装 置 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-236859 A 2007.9.20



１ に 、 ビ デ オ カ メ ラ と モ ニ タ ー に よ る 遠 隔 監 視 の 分 娩 兆 候 検 出 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 飼
育 者 等 が こ の 装 置 で 監 視 し 続 け な け れ ば な ら な い た め 、 非 効 率 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に 、 分 娩 予 定 日 の 数 日 前 に 家 畜 の 膣 へ 挿 入 さ れ た 送 信 機 が 陣 痛 の 進 行 に 伴 い
体 外 へ 放 出 さ れ た と き に そ の 状 態 変 化 を 検 知 し て 飼 育 者 に 通 報 す る と い う 分 娩 監 視 装 置 が
、 開 示 さ れ て い る 。 通 信 機 を 膣 へ 挿 入 す る 際 に 殺 菌 消 毒 し な け れ ば な ら な い の は 面 倒 で あ
る 。 さ ら に 、 通 信 機 が 家 畜 母 体 や 胎 子 を 傷 つ け た り 、 通 信 機 へ 通 じ る リ ー ド 線 か ら 病 原 菌
が 膣 内 感 染 し た り す る 危 険 や 、 分 娩 時 期 以 前 に 通 信 機 が 膣 か ら 抜 け 落 ち て 誤 報 す る 恐 れ が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 、 分 娩 開 始 直 時 に そ の 外 陰 部 が 開 く こ と を 見 出 し た 。 そ こ で 、 向 か い 合 う 外
陰 部 の 一 方 に 取 り 付 け ら れ る 電 磁 誘 導 発 振 器 と 、 も う 一 方 に 取 り 付 け ら れ る 電 磁 誘 導 受 信
器 と の 間 隔 距 離 が 、 平 時 の 両 外 陰 部 の 状 態 で 誘 導 起 電 の 可 能 な 距 離 、 分 娩 予 兆 時 の 両 外 陰
部 の 開 き 状 態 で 誘 導 起 電 の 不 能 な 距 離 に 調 整 さ れ た 分 娩 監 視 装 置 に つ い て 、 特 許 出 願 し て
い る （ 特 願 ２ ０ ０ ５ － ０ ２ ３ ７ ８ ７ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 さ ら に 分 娩 の 数 時 間 ～ 数 １ ０ 時 間 前 に 動 物 母 体 の 体 温 が 低 下 す る こ と を 見
出 し 、 こ れ を 利 用 し て 分 娩 開 始 を 監 視 す る こ と に つ い て 鋭 意 検 討 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ３ １ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ０ ６ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 動 物 の 分 娩 予 兆 や 分 娩 直 前 を 、
動 物 か ら 離 れ た 場 所 で 待 機 す る 者 へ 正 確 か つ 確 実 に 通 報 で き 、 し か も 分 娩 前 後 の 動 物 母 体
や 胎 子 の 安 全 を 確 保 で き る 簡 便 な 分 娩 監 視 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置
は 、 分 娩 を 監 視 す べ き 動 物 母 体 の 耳 温 を 測 定 す る 温 度 セ ン サ と 、 該 温 度 セ ン サ が 検 知 し た
該 耳 温 か ら 分 娩 以 前 の 平 時 で の 該 耳 温 の 変 動 域 を 超 え た 温 度 低 下 を 弁 別 す る 回 路 と を 有 し
、 該 弁 別 回 路 か ら 出 さ れ る 該 温 度 低 下 に よ る 分 娩 予 兆 信 号 を 通 知 す る 通 信 装 置 及 び ／ 又 は
警 報 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 該 動 物 母 体 の 向 か い 合 う 外 陰 部 の 一 方 に 取 り 付 け ら
れ る 電 磁 誘 導 発 振 器 と 、 も う 一 方 に 取 り 付 け ら れ る 電 磁 誘 導 受 信 器 と を 有 し 、 該 発 振 器 と
該 受 信 器 と の 間 隔 距 離 が 、 平 時 の 両 外 陰 部 の 状 態 で 誘 導 起 電 の 可 能 な 距 離 、 分 娩 直 前 時 の
両 外 陰 部 の 開 き 状 態 で 誘 導 起 電 の 不 能 な 距 離 に 調 整 さ れ て お り 、 該 誘 導 起 電 の 不 能 を 検 知
す る 回 路 か ら 出 さ れ る 分 娩 直 前 信 号 、 お よ び 請 求 項 １ に 記 載 の 分 娩 予 兆 信 号 の 両 信 号 が 該
通 信 装 置 及 び ／ 又 は 警 報 装 置 に 繋 が っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た も の で 、 該 通 信 装 置 が 、 無 線
通 信 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た も の で 、 該 弁 別 回 路 が 、 該 耳
温 を 定 時 に 、 定 時 間 間 隔 毎 に 、 又 は リ ア ル タ イ ム に 測 定 さ せ る タ イ マ ー へ 接 続 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た も の で 、 該 弁 別 回 路 が 、 少 な
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く と も ０ ． ３ ℃ の 該 温 度 低 下 を 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た も の で 、 該 温 度 セ ン サ が 、 サ
ー ミ ス タ 、 赤 外 線 セ ン サ 、 熱 電 対 又 は 測 温 抵 抗 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 分 娩 監 視 方 法 は 、 分 娩 を 監 視 す べ き 動 物 母 体 の 耳 温 を 測 定 し 、 分 娩 以
前 の 平 時 で の 該 耳 温 の 変 動 域 を 超 え る 温 度 低 下 を 検 知 し た ら 、 分 娩 予 兆 を 通 知 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 分 娩 監 視 方 法 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 温 度 低 下 を 検 知 し た ら 、 該 動 物 母
体 の 向 か い 合 う 外 陰 部 の 間 隔 を 検 知 し 、 平 時 で の 両 外 陰 部 の 閉 じ 状 態 と 、 分 娩 直 前 時 で の
両 外 陰 部 の 開 き 状 態 と を 弁 別 し 、 該 分 娩 直 前 時 で の 両 外 陰 部 の 開 き 状 態 で あ れ ば 、 分 娩 直
前 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 分 娩 監 視 方 法 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た も の で 、 該 耳 温 が 、 鼓 膜 温 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 分 娩 を 監 視 す べ き 動 物 母 体 に 小 さ な 温 度 セ ン サ や 発 振 器 ・ 受
信 器 を 取 り 付 け る も の で あ る か ら 、 母 体 や 胎 子 を 傷 つ け ず 、 動 物 に 拘 束 や 苦 痛 を 与 え な い
。 し か も 温 度 セ ン サ や 発 振 器 ・ 受 信 器 を 殺 菌 消 毒 す る 必 要 が な い か ら 簡 便 で あ り 、 獣 医 師
等 の 資 格 が な く て も こ の 装 置 を 取 り 付 け で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 分 娩 監 視 装 置 は 、 飼 育 者 等 が 遠 隔 地 で 待 機 し た り 仮 眠 し た り し て い る 場 合 で も 、 耳
温 の 低 下 を 検 知 し た 時 に 、 分 娩 開 始 時 期 が 数 ～ 数 １ ０ 時 間 後 に 迫 っ て い る と い う 分 娩 予 兆
を 予 告 通 報 す る ト リ ガ ー と な る 。 ま た こ の 装 置 は 、 外 陰 部 が 開 き 始 め た 時 に 、 分 娩 直 前 を
警 告 通 報 す る ト リ ガ ー と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 耳 温 特 に 鼓 膜 温 は 外 気 の 変 動 に 影 響 さ れ 難 い の で 、 こ の 装 置 を 用 い た 分 娩 監 視 方 法 に よ
れ ば 、 耳 温 が 低 下 し た と き に 、 正 確 か つ 確 実 に 分 娩 予 兆 を 通 報 す る こ と が で き る 。 ま た こ
の 予 兆 の 通 報 の 後 に 、 外 陰 部 が 開 い た と き に 、 分 娩 直 前 で あ る と い う 通 報 を す る こ と が で
き る 。 耳 温 低 下 が 小 さ く そ れ が 弁 別 さ れ な か っ た た め に 分 娩 予 兆 の 通 報 が 無 か っ た 場 合 で
も 、 分 娩 直 前 の 通 報 に よ り 、 分 娩 を 見 逃 す 恐 れ が な く な る 。 こ の 通 報 に よ り 、 飼 育 者 等 が
分 娩 直 前 の 動 物 母 体 へ 駆 け 付 け て 、 そ の 分 娩 に 立 会 い 、 適 切 な 介 助 を 行 っ て 、 産 ま れ て く
る 新 生 子 と 母 体 と の 生 命 を 救 う 適 切 な 処 置 を す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 異 常 分 娩 の 場 合
に は 、 速 や か に 獣 医 師 等 の 治 療 を 受 け る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 装 置 を 用 い た 分 娩 監 視 方 法 は 、 巡 回 や ビ デ オ に よ る 監 視 作 業 の 必 要 が な く 、 飼 育 者
ら の 労 働 時 間 軽 減 を 図 る こ と が で き 、 家 畜 生 産 等 の コ ス ト 削 減 に 資 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に し た が っ て 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ
ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 を 適 用 す る 分 娩 監 視 装 置 を 用 い 、 耳 温 測 定 に よ る 分 娩 監 視 方 法 を 実 施 す
る 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 分 娩 監 視 装 置 １ は 、 動 物 母 体 ９ の 外 耳 ５ に 挿 入 さ れ る 赤 外 線 セ ン サ で あ る 温 度 セ ン
サ ３ と 、 そ れ へ 接 続 さ れ て 動 物 母 体 ９ に 取 り 付 け ら れ る 回 路 ボ ッ ク ス １ ０ と 、 そ れ に 無 線
で 繋 が り 動 物 母 体 ９ か ら 離 れ た 場 所 例 え ば 畜 舎 に 隣 接 す る 管 理 棟 に 設 置 さ れ る 通 信 装 置 ２
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０ と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 回 路 ボ ッ ク ス １ ０ は 、 図 ２ の ブ ロ ッ ク 回 路 図 の と お り 、 電 源 １ ７ と タ イ マ ー １ １ と 伸 縮
可 能 な リ ー ド 線 ４ を 介 し て 温 度 セ ン サ ３ と へ 繋 が る 検 温 回 路 １ ２ 、 温 度 弁 別 回 路 １ ３ 、 フ
ィ ル タ １ ４ 、 送 信 回 路 １ ５ が 、 そ の 順 で 接 続 さ れ て 内 蔵 さ れ た も の で あ る 。 送 信 回 路 １ ５
は 、 回 路 ボ ッ ク ス １ ０ の 外 面 に 印 刷 さ れ た 送 信 ア ン テ ナ １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 温 度 セ ン サ ３ は 、 金 属 酸 化 物 や 半 導 体 で あ る サ ー ミ ス タ か ら な る 熱 型 赤 外 線 セ ン サ で あ
り 、 温 度 に 応 じ て そ れ の 電 気 抵 抗 が 変 化 す る こ と を 利 用 し て 耳 温 を 測 定 す る と い う も の で
あ る 。 タ イ マ ー １ １ は 、 所 定 の 時 間 毎 に 検 温 回 路 １ ２ を 動 作 さ せ る タ イ ム ス イ ッ チ で あ る
。 検 温 回 路 １ ２ は 、 温 度 セ ン サ ３ の サ ー ミ ス タ 電 気 抵 抗 の 出 力 を ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換
す る Ａ － Ｄ 変 換 器 で あ る 。 温 度 弁 別 回 路 １ ３ は 、 ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 さ れ て 得 ら れ た
耳 温 の 値 を 順 次 記 憶 す る メ モ リ と 、 そ こ に 順 次 記 憶 さ れ て い る 分 娩 兆 候 よ り 前 の 平 時 例 え
ば 前 日 同 時 刻 で の 耳 温 お よ び 先 程 検 知 し た 最 新 の 耳 温 の 両 値 を 読 み 出 す 読 出 器 と 、 そ の 平
時 で の 耳 温 の 値 か ら 最 新 の 耳 温 の 値 を 減 ず る 演 算 す る 減 算 回 路 と 、 得 ら れ た 減 算 結 果 値 お
よ び 設 定 し た 閾 値 の 大 小 を 比 較 す る デ ジ タ ル 比 較 器 と 、 そ の 比 較 に よ り 温 度 低 下 が 閾 値 を
超 え た と き に 信 号 電 流 を 流 す ス イ ッ チ ン グ 素 子 と か ら な る 。 フ ィ ル タ １ ４ は 、 温 度 低 下 が
１ 日 の 変 動 域 の 範 囲 内 で あ っ て 一 時 的 な 場 合 に 、 そ の 信 号 電 流 を 除 去 す る フ ィ ル タ 回 路 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 通 信 装 置 ２ ０ は 、 送 信 ア ン テ ナ １ ６ か ら の 信 号 を 受 信 し 、 分 娩 開 始 が 迫 っ て い る こ と を
音 声 や 画 像 で 予 告 し た り 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 乗 せ た り す る た め の も の で あ る 。 こ の 通 信 装 置
２ ０ は 、 図 ２ の ブ ロ ッ ク 回 路 図 の と お り 、 受 信 ア ン テ ナ ２ １ に 繋 が る 受 信 回 路 ２ ２ 、 そ れ
に 繋 が る ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 回 路 ２ ３ と 警 報 音 回 路 ２ ４ 及 び ス ピ ー カ ー ２ ５ と を 内 蔵 し て い
る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 回 路 ２ ３ は イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 電 話 に 接 続 す る た め の 信 号 制 御 回
路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 分 娩 監 視 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 分 娩 が 間 近 で そ れ を 監 視 す べ き 動 物 母 体 ９
例 え ば 雌 牛 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 妊 娠 日 が 明 ら か な 動 物 母 体 で は 分 娩 予 測 日 の 数 日 前 に 、 又 は 妊 娠 日 が 確 認 で き な い 動 物
母 体 で は 、 経 験 的 に 外 見 上 あ る い は 行 動 的 に 分 娩 が 間 近 と 予 想 さ れ る 分 娩 兆 候 時 、 例 え ば
外 陰 部 が 腫 脹 し た り 乳 汁 が 乳 頭 か ら 滲 ん だ り 食 欲 が 減 退 し た り し た 時 に 、 こ の 分 娩 監 視 装
置 １ を 取 り 付 け る 。 例 え ば 動 物 母 体 ９ が 雌 牛 ・ 雌 馬 で あ れ ば 、 分 娩 予 測 日 か ら 半 日 以 上 前
、 好 ま し く は １ ～ ７ 日 前 に 分 娩 監 視 装 置 １ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 先 ず 、 リ ー ド 線 ４ の 先 端 の 温 度 セ ン サ ３ を 、 動 物 母 体 ９ の 外 耳 ５ に 挿 入 す る 。 温 度 セ ン
サ ３ を 、 外 耳 ５ と 中 耳 ７ と の 間 に あ る 鼓 膜 ６ 近 傍 に 設 置 す る 。 温 度 セ ン サ ３ が 動 い た り 抜
け 落 ち た り し な い よ う に 、 ス ポ ン ジ の よ う な 耳 栓 で 温 度 セ ン サ ３ を 留 め る 。 耳 か ら 導 出 し
途 中 が カ ー ル コ ー ド の よ う に 伸 縮 可 能 な リ ー ド 線 ４ に 余 裕 を 持 た せ つ つ 、 回 路 ボ ッ ク ス １
０ が 収 め ら れ た バ ッ グ ２ を 、 動 物 母 体 ９ の 背 に ベ ル ト で 固 定 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 タ イ マ ー １ １ の 指 示 に 応 じ 所 定 の 時 間 毎 例 え ば １ 時 間 毎 に 、 温 度 セ ン サ ３ の サ ー ミ ス タ
電 気 抵 抗 値 を 測 定 し 、 そ れ の 出 力 を 検 温 回 路 １ ２ で ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 す る こ と に よ
り 、 耳 温 で あ る 鼓 膜 温 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 鼓 膜 温 は 、 一 般 に 妊 娠 前 よ り も 分 娩 の 数 日 前 の 方 が 高 く 、 ま た 朝 方 よ り も 夕 方 の 方 が 若
干 高 く 、 摂 食 や 気 温 等 に 応 じ 多 少 の 変 動 域 を 有 す る が 、 分 娩 の 数 ～ ２ 日 前 の 平 時 で の 鼓 膜
温 の １ 日 毎 の 変 動 パ タ ー ン は 、 略 同 じ で あ る 。 鼓 膜 温 は 、 動 物 種 や 個 体 に よ っ て 多 少 異 な
る が 、 動 物 ９ が 雌 牛 で あ れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う に そ の 鼓 膜 温 が 、 分 娩 の １ ２ ～ ３ ６ 時 間 前
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、 概 ね ２ ４ 時 間 前 か ら 分 娩 迄 の 間 、 こ の 平 時 の 鼓 膜 温 の 変 動 域 よ り も 、 ０ ． ３ ～ １ ℃ 程 度
、 平 均 ０ ． ５ ℃ 程 度 低 下 す る 。 な お 雌 馬 で あ れ ば 、 平 均 １ ℃ 程 度 低 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 検 温 回 路 １ ２ で 鼓 膜 温 が 検 知 さ れ る と 、 温 度 弁 別 回 路 １ ３ が 次 の よ う に 動 作 す る 。 先 ず
、 こ の 鼓 膜 温 が 、 メ モ リ に 順 次 記 憶 さ れ る 。 そ こ に 記 憶 さ れ て い る 先 程 検 知 し た 当 日 の 最
新 の 耳 温 と 分 娩 以 前 の 平 時 例 え ば 前 日 同 時 刻 で の 耳 温 の 両 値 を 読 出 器 で 読 み 出 す 。 そ し て
、 そ の 前 日 の 耳 温 の 値 か ら 当 日 の 耳 温 の 値 を 減 算 回 路 に よ り 減 ず る 演 算 を す る 。 得 ら れ た
減 算 結 果 値 と 、 雌 牛 の 分 娩 予 兆 の 温 度 低 下 の 平 均 値 ０ ． ５ ℃ に 予 め 設 定 し た 閾 値 と の 大 小
を デ ジ タ ル 比 較 器 に よ り 比 較 す る 。 そ の 比 較 に よ り 、 閾 値 を 超 過 、 即 ち ０ ． ５ ℃ よ り も 温
度 低 下 し て い る と き に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 、 信 号 電 流 を 流 す 。 こ の よ う に し て 温 度 弁 別
回 路 １ ３ が 、 温 度 低 下 を 弁 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 所 定 の 時 間 例 え ば １ 分 間 経 過 す る と 、 タ イ マ ー １ １ か ら 次 の 指 示 が 出 て 、 同 様 に 鼓 膜 温
が 検 知 さ れ 、 温 度 低 下 し て い れ ば 信 号 電 流 が 流 れ 、 こ の 一 連 の 動 作 が 繰 返 さ れ る 。 温 度 低
下 が な お 継 続 し て い れ ば 、 タ イ マ ー １ １ に よ る 所 定 の 時 間 と 同 じ 周 期 で 信 号 電 流 が 流 れ る
。 こ の と き 、 フ ィ ル タ １ ４ が 、 こ の 信 号 電 流 を 通 過 さ せ る 。 そ れ を 受 け た 送 信 回 路 １ ５ が
、 信 号 電 流 を 変 調 し て 送 信 ア ン テ ナ １ ６ か ら 電 波 信 号 を 発 信 す る 。 一 方 、 鼓 膜 温 の １ 日 の
変 動 パ タ ー ン の 変 動 域 の 範 囲 幅 内 で あ る た め に 、 タ イ マ ー に よ る 所 定 の 時 間 が 経 過 し て も
信 号 電 流 が 再 び 流 れ な い と い う 一 時 的 な も の と な っ た 場 合 、 信 号 電 流 が 流 れ る 周 期 が 、 そ
の 所 定 の 時 間 よ り も 長 い 周 期 と な る 。 こ の と き 、 フ ィ ル タ １ ４ が 、 こ の 信 号 電 流 の 通 過 を
阻 止 す る 。 送 信 回 路 １ ５ は 、 電 波 信 号 を 発 信 し な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 送 信 ア ン テ ナ １ ６ か ら 発 信 さ れ た 電 波 信 号 は 、 受 信 ア ン テ ナ ２ １ を 経 て 受 信 回 路 ２ ２ で
受 信 さ れ 、 警 報 音 回 路 ２ ４ に よ り ス ピ ー カ ー ２ ５ か ら 分 娩 予 兆 を 知 ら せ る 音 声 、 例 え ば ５
秒 間 隔 の チ ャ イ ム 音 で 通 知 さ れ る 。 又 は そ の こ と を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 回 路 ２ ３ を 通 じ て
イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 電 話 で 、 飼 育 者 等 に 通 信 さ れ て 通 知 さ れ る 。 こ の よ う な 通 知 に よ り
、 飼 育 者 等 は 、 鼓 膜 温 が 低 下 し た か ら 数 時 間 ～ 数 １ ０ 時 間 後 に 分 娩 が 開 始 す る は ず で あ る
こ と を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 タ イ マ ー １ １ の 指 示 に 応 じ 鼓 膜 温 を 、 朝 夕 の 定 時 に 測 定 し て も よ く 、 数 分 ～ 数 時
間 程 度 の 一 定 時 間 間 隔 毎 に 、 又 は リ ア ル タ イ ム に 測 定 し て も よ い 。 温 度 セ ン サ ３ で 、 耳 温
と し て 鼓 膜 近 傍 の 温 度 の 一 例 で あ る 鼓 膜 温 を 測 定 し た 例 を 示 し た が 、 耳 温 の ほ か 膣 温 度 、
ま た は 、 外 気 温 に 影 響 を 受 け な い よ う に 保 温 カ バ ー を 被 せ て 皮 膚 温 度 を 測 定 し て も よ い 。
ま た 、 温 度 セ ン サ ３ が 中 継 器 と し て 回 路 ボ ッ ク ス １ ０ の 回 路 に 有 線 で 繋 が っ た 例 を 示 し た
が 、 温 度 セ ン サ ３ が 無 線 機 を 介 し て 回 路 ボ ッ ク ス １ ０ の 回 路 に 繋 が っ て い て も よ く 、 温 度
セ ン サ ３ と 回 路 ボ ッ ク ス １ ０ と 通 信 装 置 ２ ０ と が 一 体 化 し て い て も よ い 。 回 路 ボ ッ ク ス １
０ を 収 め た バ ッ グ ２ は 首 輪 に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 別 な 実 施 の 形 態 は 、 分 娩 予 兆 の 通 報 の 後 に 、 動 物 母 体 ９ の 外 陰 部 へ 、 図 ４ に 示
す よ う に 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８ と を 装 着 し て お い て 分 娩 開 始 を 監 視 し 、 分 娩 開 始 の 直 前
に そ れ を 通 報 す る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 発 振 器 ３ ７ 、 受 信 器 ３ ８ は 、 ブ ロ ッ ク 回 路 図 を 示 す 図 ４ の と お り 、 回 路 ボ ッ ク ス ３
０ 内 の 回 路 に 繋 が っ て い る 。 こ れ が 、 図 ２ と 同 様 な 通 信 装 置 ２ ０ に 、 無 線 で 繋 が っ て い る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 発 振 器 ３ ７ は 電 磁 誘 導 の た め の 発 振 コ イ ル で あ り 、 鎖 線 の ３ ７ ａ が 電 磁 波 の 発 振 域 で あ
る 。 受 信 器 ３ ８ は 発 振 器 ３ ７ か ら 発 振 さ れ た 発 振 電 磁 波 を 検 知 し て 交 流 を 生 ず る 受 信 コ イ
ル で あ り 、 鎖 線 の ３ ８ ａ が 電 磁 波 の 受 信 域 で あ る 。 発 振 コ イ ル ３ ７ に は 、 電 源 ３ ５ に 繋 が
る ロ ー カ ル 発 振 回 路 ３ １ 、 ク ロ ッ ク パ ル ス 発 生 回 路 ３ ３ に 繋 が る 変 調 回 路 ３ ２ 、 及 び 増 幅
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回 路 ３ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 受 信 器 ３ ８ に は 、 電 源 ３ ５ に 繋 が る 増 幅 回 路 ４ ０ 、 設 定 回 路
４ １ 、 フ ィ ル タ ４ ２ 、 及 び 送 信 回 路 ４ ３ を 経 て 送 信 ア ン テ ナ ４ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 送 信
ア ン テ ナ ４ ４ は 回 路 ボ ッ ク ス ３ ０ の 外 面 に 印 刷 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ４ ２ は 、 排 尿 な ど に
よ る 一 時 的 な 信 号 電 流 を 除 去 す る フ ィ ル タ 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 分 娩 監 視 装 置 １ に よ り 分 娩 開 始 が 迫 っ て い る と 予 告 さ れ た 動 物 母 体 ９ の 腰 背 部 へ 、 図 ５
に 示 す よ う に 、 回 路 ボ ッ ク ス ３ ０ を 接 着 剤 で 貼 り 付 け る 。 回 路 ボ ッ ク ス ３ ０ に 伸 縮 コ ー ド
３ ６ で 繋 が る 発 振 器 ３ ７ は 一 方 の 外 陰 部 ４ ７ に 接 着 さ れ 、 伸 縮 コ ー ド ３ ９ で 繋 が る 受 信 器
３ ８ は も う 一 方 の 外 陰 部 ４ ８ に 発 振 器 ３ ７ と 対 向 す る よ う に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の と き 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８ と は 、 そ の 間 隔 距 離 が 各 出 力 電 力 及 び 受 信 感 度 と の 関
連 で 以 下 の よ う に 調 整 さ れ て 、 距 離 セ ン サ と し て 機 能 す る 。 図 ５ の よ う に 分 娩 開 始 前 の 平
時 に お け る 両 外 陰 部 ４ ７ と ４ ８ と が 閉 じ た 状 態 で 、 電 磁 波 の 発 振 域 ３ ７ ａ と 電 磁 波 の 受 信
域 ３ ８ ａ （ 図 ４ 参 照 ） と が 重 な り 合 う よ う に 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８ と の 距 離 を 調 整 す る
。 こ の と き 発 振 器 ３ ７ か ら 発 振 さ れ た 発 振 電 磁 波 を 受 信 器 ３ ８ が 検 知 で き る 。 ま た 、 分 娩
直 前 時 の 両 外 陰 部 ４ ７ と ４ ８ の 開 い た 状 態 （ 不 図 示 ） で 、 発 振 電 磁 波 を 受 信 器 ３ ８ が 検 知
す る 感 度 が 明 瞭 に 落 ち て 、 電 磁 波 の 発 振 域 ３ ７ ａ と 電 磁 波 の 受 信 域 ３ ８ ａ と が 離 れ る よ う
に 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８ と の 距 離 を 調 整 す る 。 こ の と き 、 発 振 器 ３ ７ か ら の 発 振 電 磁 波
を 受 信 器 ３ ８ が 検 知 で き な く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ の 距 離 は 動 物 に よ っ て 異 な る 。 多 く の 動 物 の 胎 子 は 、 分 娩 時 、 前 肢 、 頭 部 、 胴 体 部 、
後 肢 の 順 で 母 体 か ら 出 る が 、 頭 部 は 、 そ の 中 で も 最 も 径 が 大 き く 、 産 道 を 通 る の に 時 間 が
か か る 。 そ こ で 分 娩 予 兆 時 の 両 外 陰 部 の 開 き 状 態 を 、 胎 子 の 頭 部 の 径 よ り も 小 さ い 数 値 、
す な わ ち 前 肢 が 出 始 め る タ イ ミ ン グ の 両 外 陰 部 の 距 離 を 、 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８ と の 間
の 距 離 に 設 定 す る 。 多 く の 動 物 の 新 生 子 の 頭 部 の 大 き さ を 測 定 し た 平 均 的 測 定 値 か ら 、 そ
の 距 離 は 、 牛 や 馬 の よ う な 大 動 物 で １ ２ ｃ ｍ 前 後 、 豚 や 緬 羊 や 山 羊 の よ う な 中 動 物 で ５ ～
７ ｃ ｍ 前 後 、 兎 や ラ ッ ト や ミ ン ク の よ う な 小 動 物 で １ ～ ２ ｃ ｍ 、 ま た 犬 や 猫 の よ う な ペ ッ
ト は 大 小 様 々 で あ る が 概 ね ３ ～ ５ ｃ ｍ 程 度 が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 源 ３ ５ か ら 電 力 供 給 を 受 け て ロ ー カ ル 発 振 回 路 ３ １ が 発 振 し 、 ク ロ ッ ク パ ル ス 発 生 回
路 ３ ３ か ら 発 生 す る パ ル ス 信 号 に し た が っ て 、 定 時 間 お き に 変 調 回 路 ３ ２ か ら 交 流 変 調 信
号 が 出 さ れ 、 増 幅 回 路 ３ ４ に て 増 幅 さ れ 、 発 振 コ イ ル ３ ７ か ら 電 磁 波 を 発 振 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 分 娩 開 始 前 の 平 時 に お い て は 、 両 外 陰 部 ４ ７ と ４ ８ と が 閉 じ て 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８
と の 間 隔 距 離 が 近 く な っ て い る の で 、 受 信 器 ３ ８ で 電 磁 波 を 受 け 起 電 流 が 流 れ 、 増 幅 回 路
４ ０ に て 増 幅 さ れ る 。 設 定 回 路 ４ １ で こ の 起 電 流 が 閾 値 以 上 で あ る と 判 別 さ れ る と 、 分 娩
が 開 始 し て い な い と い う 信 号 が 送 信 回 路 ４ ３ を 経 て 送 信 ア ン テ ナ ４ ４ か ら 送 信 さ れ る 。 排
尿 や 虫 の 飛 来 等 で 一 時 的 に 受 信 器 ３ ８ の 起 電 流 が 弱 ま り 、 あ る い は 停 止 す る と き に は 、 フ
ィ ル タ ４ ２ に て そ の よ う な 異 常 動 作 信 号 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 分 娩 直 前 に は 、 両 外 陰 部 ４ ７ と ４ ８ と が 開 い て 発 振 器 ３ ７ と 受 信 器 ３ ８ と の 間 隔 距 離 が
離 れ 、 電 磁 波 の 受 信 域 ３ ８ ａ が 電 磁 波 の 発 振 域 ３ ７ ａ か ら 離 れ る の で 受 信 器 ３ ８ の 起 電 流
が 停 止 す る 。 設 定 回 路 ４ １ に て 起 電 流 が 閾 値 以 下 で あ る と 判 別 さ れ る と 、 分 娩 が 開 始 さ れ
た と い う 信 号 電 波 が 送 信 回 路 ４ ３ を 経 て 送 信 ア ン テ ナ ４ ４ か ら 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 電 波 信 号 は 、 前 記 と 同 様 に 図 ２ に 示 す 通 信 装 置 ２ ０ に よ り 受 信 さ れ る 。 電 波 信 号 が 受 信
回 路 ２ ２ で 受 信 さ れ る と 、 ス ピ ー カ ー ２ ５ か ら 分 娩 直 前 を 警 告 す る 音 声 例 え ば １ 秒 間 隔 の
チ ャ イ ム 音 で 通 知 さ れ る 。 又 は そ の こ と を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 回 路 ２ ３ を 通 じ て イ ン タ ー
ネ ッ ト や 携 帯 電 話 で 、 飼 育 者 等 に 通 信 さ れ て 通 知 さ れ る 。 こ の よ う な 通 知 に よ り 、 飼 育 者
等 は 、 分 娩 が 迫 っ て き た 動 物 母 体 ９ の と こ ろ へ 駆 け 付 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 温 度 セ ン サ に よ る 分 娩 予 兆 の 通 報 の 後 に 発 振 器 ３ ７ ・ 受 信 器 ３ ８ を 装 着 し た 例 を
示 し た が 、 温 度 セ ン サ と 同 時 期 に そ れ ら を 装 着 さ れ て い て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 に 、 分 娩 監 視 装 置 １ を 動 物 に 装 着 す る 例 を 示 す 。 図 ２ の 回 路 構 成 か ら な る 分 娩 監 視
装 置 １ を 用 い て 、 飼 育 中 の 妊 娠 後 期 の 雌 牛 の 分 娩 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 人 工 授 精 日 か ら ２ ８ ０ 日 目 に あ た る 分 娩 予 測 日 の １ 週 間 程 度 前 に 、 図 １ に 示 す よ う に 分
娩 監 視 装 置 １ を 雌 牛 に 装 着 す る 。 毎 日 、 朝 夕 各 １ 回 ず つ 鼓 膜 温 を 測 定 す る 。 そ の 温 度 変 化
を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に 示 す と お り 、 朝 方 の 鼓 膜 温 は 分 娩 ７ 日 前 に 約 ３ ８ ． ９ ℃ で あ っ た が
そ の 日 以 後 分 娩 ２ 日 前 ま で 約 ０ ． ２ ℃ 上 昇 し て い た 。 一 方 夕 方 の 鼓 膜 温 は 分 娩 ７ ～ ２ 日 前
に 約 ３ ９ ． ５ ℃ で あ っ た 。 分 娩 １ 日 前 に 、 朝 夕 い ず れ の 鼓 膜 温 も 、 ０ ． ３ ～ ０ ． ５ ℃ 低 下
し て い た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 夕 方 の ０ ． ５ ℃ の 鼓 膜 温 低 下 が 、 １ 日 の 温 度 変 動 パ タ ー ン の 変 動 域 を 有 意 に 超 え て
い た と 温 度 弁 別 回 路 １ ３ が 検 知 し 、 送 信 回 路 １ ５ に よ り 電 波 信 号 を 発 信 し 、 そ れ を 通 信 装
置 ２ ０ で 受 信 し た と き 、 ス ピ ー カ ー ２ ５ か ら 分 娩 の ３ ６ ～ １ ２ 時 間 前 で あ る と い う 予 告 音
声 が 牧 場 管 理 棟 で 流 れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ れ を 聞 い た 飼 育 者 は 、 こ の 雌 牛 の と こ ろ へ 行 き 図 ４ の 回 路 構 成 か ら な る 発 振 器 ３ ７ 及
び 受 信 器 ３ ８ を 有 す る 回 路 ボ ッ ク ス ３ ０ を 装 着 す る 。 な お 、 発 振 器 ３ ７ 、 及 び 受 信 器 ３ ８
を 、 磁 性 コ ア （ ２ ｍ ｍ × １ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ ２ ｍ ｍ ） に 巻 い た コ イ ル と し 、 発 振 器 コ イ ル ３ ７
と 受 信 器 コ イ ル ３ ８ と の 距 離 を 、 雌 牛 の 場 合 に 最 も 適 切 で あ る と 想 定 さ れ た １ ２ ｃ ｍ に 調
整 し て お く 。 飼 育 者 が 牧 場 管 理 へ 帰 り 待 機 し て い る と 、 ス ピ ー カ ー ２ ５ か ら 分 娩 開 始 の 警
告 音 声 が 流 れ る 。 直 ち に こ の 雌 牛 の と こ ろ へ 駆 け 付 け る 。 丁 度 、 新 生 子 の 前 肢 が 母 体 か ら
出 始 め る 良 い タ イ ミ ン グ で 適 切 な 分 娩 介 助 を 行 う こ と が で き る 。 し か も 時 間 的 な 無 駄 が な
い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 分 娩 監 視 装 置 は 、 大 動 物 （ 牛 、 馬 等 ） や 中 動 物 （ 豚 、 緬 羊 、 山 羊 等 ） や 小 動 物
（ 兎 、 ラ ッ ト 、 ミ ン ク 等 ） の よ う な 家 畜 、 動 物 園 等 で 飼 育 さ れ る 展 示 動 物 、 及 び ペ ッ ト の
よ う な 各 種 動 物 の 分 娩 監 視 、 人 間 の 分 娩 監 視 に 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら 哺 乳
類 の 出 産 だ け で は な く 、 鳥 類 の 産 卵 の 監 視 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る 耳 温 測 定 に よ る 分 娩 監 視 装 置 を 用 い た 分 娩 監 視 方 法 の 一 態 様 を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 す る 分 娩 監 視 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 す る 分 娩 監 視 方 法 に お い て 測 定 さ れ た 耳 温 の 経 時 変 化 を 示 す 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 ４ 】 本 発 明 を 適 用 す る 別 な 分 娩 監 視 方 法 に 用 い ら れ る も の で 発 振 器 と 受 信 器 と を 有 す
る 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 ５ 】 本 発 明 を 適 用 す る 分 娩 監 視 方 法 に 用 い ら れ る も の で 発 振 器 と 受 信 器 と を 有 す る 回
路 ボ ッ ク ス を 雌 牛 に 装 着 し た 分 娩 開 始 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ は 分 娩 監 視 装 置 、 ２ は バ ッ グ 、 ３ は 温 度 セ ン サ 、 ４ は リ ー ド 線 、 ５ は 外 耳 、 ６ は 鼓 膜
、 ７ は 中 耳 、 ９ は 分 娩 を 監 視 す べ き 動 物 母 体 、 １ ０ は 回 路 ボ ッ ク ス 、 １ １ は タ イ マ ー 、 １
２ は 検 温 回 路 、 １ ３ は 温 度 弁 別 回 路 、 １ ４ は フ ィ ル タ 、 １ ５ は 送 信 回 路 、 １ ６ は 送 信 ア ン
テ ナ 、 １ ７ は 電 源 、 ２ ０ は 通 信 装 置 、 ２ １ は 受 信 ア ン テ ナ 、 ２ ２ は 受 信 回 路 、 ２ ３ は ネ ッ
ト ワ ー ク 接 続 回 路 、 ２ ４ は 警 報 音 回 路 、 ２ ５ は ス ピ ー カ ー 、 ３ ０ は 回 路 ボ ッ ク ス 、 ３ １ は
ロ ー カ ル 発 振 回 路 、 ３ ２ は 変 調 回 路 、 ３ ３ は ク ロ ッ ク パ ル ス 発 生 回 路 、 ３ ４ は 増 幅 回 路 、
３ ５ は 電 源 、 ３ ６ は 伸 縮 コ ー ド 、 ３ ７ は 発 振 器 、 ３ ７ ａ は 電 磁 波 の 発 振 域 、 ３ ８ は 受 信 器
、 ３ ８ ａ は 電 磁 波 の 受 信 域 、 ３ ９ は 伸 縮 コ ー ド 、 ４ ０ は 増 幅 回 路 、 ４ １ は 設 定 回 路 、 ４ ２
は フ ィ ル タ 、 ４ ３ は 送 信 回 路 、 ４ ４ は 送 信 ア ン テ ナ 、 ４ ７ ・ ４ ８ は 外 陰 部 で あ る 。 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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